
2025.7　公衆衛生情報 30

は
じ
め
に

令
和
６
年
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
で
は
、
災
害
時
健
康
危
機
管
理
支
援

チ
ー
ム（
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
）が
過
去
最
大
規

模
で
派
遣
さ
れ
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
通
じ
て
、
保
健
所
が

果
た
す
地
域
に
お
け
る
健
康
危
機
管
理

の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
精
神
保
健
、
難
病
対
策
、

在
宅
医
療
、
受
動
喫
煙
防
止
、
外
国
人

住
民
へ
の
対
応
、
災
害
時
の
保
健
医
療

支
援
な
ど
、
保
健
所
を
取
り
巻
く
業
務

は
年
々
多
様
化
・
高
度
化
し
て
お
り
、

こ
れ
に
伴
う
体
制
整
備
と
人
材
確
保
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
と
い
う
保
健

所
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増

し
て
お
り
、
的
確
か
つ
迅
速
な
対
応
の

た
め
の
施
策
推
進
が
急
務
で
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
受
け
、
保
健
所
行
政
の

基
盤
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
た
め
、
国

に
対
し
て
「
令
和
８
年
度
保
健
所
行
政

の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
提
出
し
た
要
望
の

概
要
を
、
以
下
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

Ⅰ 

健
康
危
機
管
理

A) 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
を
踏
ま
え
た
感
染
症
対
策

の
強
化
等

（
１
）�新
た
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
た

改
正
感
染
症
法
の
施
行
と
実
効
性

の
確
保

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経

験
を
基
に
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
今
後
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
、

科
学
的
根
拠
を
基
盤
と
す
る
体
制
の
構

築
と
と
も
に
、
感
染
症
対
策
物
資
の
備

機
能
強
化
の
要
件
や
指
針
を
制
度
と
し

て
明
文
化
し
、
国
が
主
導
し
て
支
援
す

る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望
し
て
い
ま

す
。

（
３
）結
核
対
策
の
強
化

低
ま
ん
延
国
と
し
て
の
対
策
転
換
に

向
け
、
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
（
感
染
症
発
生
動

向
調
査
）の
拡
充
、
迅
速
診
断
法
の
活

用
、
病
床
運
用
の
柔
軟
性
確
保
等
、
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
よ
り
効
果
的
な
対

策
の
推
進
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

（
４
）予
防
接
種
の
推
進

定
期
接
種
対
象
の
見
直
し
と
普
及
啓

発
の
強
化
を
要
望
し
た
こ
と
に
加
え

て
、
現
在
、
自
治
体
間
で
自
己
負
担
額

に
差
が
生
じ
て
い
る
Ｂ
類
定
期
予
防
接

種
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
の
財
政
状

況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
国
民
が
等

し
く
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国

に
よ
る
全
額
負
担
制
度
の
導
入
と
高
接

種
率
の
維
持
に
向
け
た
制
度
整
備
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

B) 

災
害
時
健
康
危
機
管
理

自
然
災
害
へ
の
対
応
力
向
上
の
た

め
、
全
国
統
一
の
研
修
体
系
整
備
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
（
災
害
時
保
健
医
療
福

祉
活
動
支
援
シ
ス
テ
ム
〈
Ｄ
24
Ｈ
〉
等
）

の
操
作
訓
練
体
制
を
国
主
導
で
構
築
し

て
い
た
だ
く
こ
と
、
ま
た
、
平
時
か
ら

蓄
等
に
対
す
る
財
政
的
支
援
を
い
た
だ

け
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

（
２
）�今
後
の
新
興
再
興
感
染
症
等
の
流

行
に
備
え
る
た
め
の
保
健
所
機
能

の
強
化

新
興
・
再
興
感
染
症
の
流
行
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
保
健
所
の
機
能
強
化

が
不
可
欠
で
す
。
特
に
、
感
染
拡
大

フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た
柔
軟
な
業
務
運

用
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
の
育

成
・
確
保
、
そ
し
て
危
機
時
に
お
け
る

情
報
収
集
・
発
信
体
制
の
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
時
か
ら
の

備
え
と
し
て
、
感
染
症
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
の
制
度
化
や
、
地
域
に
お

け
る
支
援
チ
ー
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
、
他
部
門
と
の
連
携
体
制
の
構
築
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
保
健
所
の
危
機
管
理
体
制

が
全
国
で
一
定
水
準
を
保
て
る
よ
う
、

令
和
８
年
度
保
健
所
行
政
の
施
策

及
び
予
算
に
関
す
る
要
望
書

 

全
国
保
健
所
長
会
渉
外
担
当
常
務
理
事
　
／
福
島
県
県
中
保
健
所
長
　
堀
切
　
将

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り
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（
１
）��精
神
保
健
福
祉
制
度
に
お
け
る
非

自
発
的
入
院
制
度
の
見
直
し

措
置
入
院
を
含
む
非
自
発
的
入
院

制
度
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
間
で
の
適

用
差
が
顕
著
で
あ
り
、
人
権
擁
護
の
観

点
か
ら
も
制
度
の
一
律
的
運
用
を
可
能

と
す
る
見
直
し
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
補
足
・
整
理

や
制
度
の
再
構
築
に
よ
り
、
地
域
格
差

の
是
正
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
全
国
共
通
の
手
続
様
式

や
支
援
体
制
を
法
制
度
の
中
に
明
確
に

位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
間
格

差
を
最
小
限
に
抑
え
た
公
平
な
運
用
が

実
現
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

（
2
）��措
置
入
院
制
度
に
係
わ
る
人
員
確

保
困
難
に
つ
い
て
の
抜
本
的
解
消

策
の
検
討

夜
間
・
休
日
を
含
め
た
緊
急
対
応
体

制
の
構
築
や
、精
神
保
健
指
定
医
の
確
保

に
向
け
た
財
政
支
援
等
を
要
望
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、警
察
や
関
係
機
関
への
研

修
強
化
に
よ
り
、制
度
の
理
解
促
進
を
図

る
こ
と
の
重
要
性
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

（
3
）��退
院
後
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見

直
し

精
神
障
が
い
者
の
円
滑
な
地
域
移
行

に
向
け
、
実
効
性
あ
る
支
援
体
制
の
構

築
と
、
必
要
な
人
員
配
置
へ
の
支
援
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

B) 

国
民
健
康
・
栄
養
調
査

調
査
協
力
率
の
低
下
や
人
員
不
足
へ

の
対
応
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
の
活
用
を
含
む
新
た
な
調
査
手

法
の
導
入
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

C) 

歯
科
保
健

歯
周
病
対
策
は
全
身
疾
患
予
防
や
医

療
費
抑
制
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

若
年
層
や
働
く
世
代
を
対
象
と
し
た
健

診
機
会
の
拡
大
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

D) 

指
定
難
病

申
請
者
お
よ
び
自
治
体
双
方
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用

を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
・
自
動

化
の
推
進
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

E) 

在
宅
医
療
の
体
制
整
備

在
宅
医
療
体
制
に
お
け
る
保
健
所
の

調
整
機
能
を
法
的
に
明
確
化
し
、
現
場

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
構
造
の
整
備
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

F) 

受
動
喫
煙
対
策

使
用
可
能
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
整
備
へ
の

財
政
措
置
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

C) 
食
品
衛
生
対
策
の
推
進

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食
中
毒
の
予
防

に
は
、
全
国
規
模
で
の
啓
発
活
動
と
、

地
域
の
保
健
所
が
適
時
情
報
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
国
に
よ
る
情
報
集
約
・
共
有

体
制
の
構
築
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ 

地
域
保
健
の
充
実
強
化

A) 

精
神
保
健
福
祉
対
策
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改
正
健
康
増
進
法
の
施
行
後
の
状
況

を
踏
ま
え
、
喫
煙
可
能
施
設
への
対
策
強

化
と
法
的
見
直
し
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

G) 

保
健
所
の
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
力
強
化

外
国
人
対
応
力
の
向
上
に
は
、
専
門

性
の
高
い
医
療
通
訳
制
度
の
整
備
と
、

そ
れ
を
支
え
る
財
政
措
置
等
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

H) 

保
健
所
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進

紙
書
類
の
電
子
化
に
よ
る
事
務
軽

減
、共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
開
発
、

災
害
時
に
備
え
た
記
録
保
全
体
制
の
整

備
等
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

Ⅲ 

人
材
確
保
・
育
成

A) 

保
健
所
医
師
の
確
保

人
材
確
保
の
た
め
の
計
画
的
な
取
り

組
み
の
問
題
を
恒
常
的
に
解
決
す
る
た

め
に
は
、
保
健
所
医
師
の
配
置
基
準
や

職
務
内
容
の
明
確
化
を
含
む
制
度
整
備

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
医
師
が
長
期
的

な
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
る
よ
う

な
職
位
制
度
の
構
築
も
重
要
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で

は
、
保
健
所
医
師
が
昼
夜
を
問
わ
ず
従

事
し
、
公
衆
衛
生
体
制
の
要
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現

在
は
多
く
の
保
健
所
で
医
師
が
所
長
１

人
の
み
と
い
う
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に
は

複
数
の
保
健
所
を
兼
務
し
て
い
る
事
例

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
、

業
務
過
多
や
意
思
決
定
の
遅
れ
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
計
画
的
な
医
師
の
配
置

と
育
成
が
急
務
で
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
国
に
よ
る
複
数
配
置
の
推
進
方
針

の
明
確
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
財
政
的
・

制
度
的
支
援
等
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

B) 

医
師
臨
床
研
修
制
度
と
社
会
医
学

系
専
門
医
制
度
の
活
用

社
会
医
学
系
専
門
医
制
度
の
充
実
に

伴
い
、
保
健
所
医
師
の
専
門
性
と
実
践

力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
国
立
機
関
に

よ
る
研
修
の
機
会
の
拡
大
が
重
要
で

す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
を
取
り
入
れ

た
柔
軟
な
受
講
体
制
や
、
研
修
を
社
会

医
学
系
専
門
医
講
習
と
し
て
認
定
す
る

制
度
整
備
等
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
初
期
臨
床
研
修
や
大
学
教

育
の
中
に
保
健
所
実
習
を
組
み
込
む
こ

と
で
、
公
衆
衛
生
分
野
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

の
整
備
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

C) 

保
健
所
職
員
の
確
保

医
師
・
保
健
師
に
加
え
て
、
歯
科
医

師
、
薬
剤
師
、
獣
医
師
、
精
神
保
健
福

祉
士
な
ど
多
様
な
専
門
職
が
必
要
と
さ

れ
て
お
り
、
地
域
課
題
へ
の
包
括
的
な

対
応
の
た
め
に
は
専
門
職
員
の
増
員
が

不
可
欠
で
す
。
都
道
府
県
へ
の
定
期
的

な
調
査
と
、
配
置
基
準
の
明
確
化
お
よ

び
人
材
確
保
へ
の
制
度
的
支
援
等
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

D) 

保
健
所
職
員
の
育
成
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

　
利
活
用
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

（
１
）��保
健
所
職
員
の
育
成

保
健
師
や
技
術
職
を
対
象
と
し
た
継

続
教
育
機
会
の
確
保
に
加
え
、
必
要
な

能
力
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
、
学
会

参
加
や
資
格
取
得
等
に
対
す
る
支
援
制

度
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の
開
発
・
普
及
を
進

め
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

の
整
備
に
対
し
て
も
国
の
支
援
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、
保

健
所
ご
と
の
人
材
育
成
計
画
の
策
定
を

制
度
化
し
、
国
が
定
期
的
に
そ
の
進し
ん

捗ち
ょ
く

を
支
援
・
評
価
す
る
体
制
づ
く
り
を
要

望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
資
格
取

得
へ
の
助
成
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
、

職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促
進
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

（
2
）� I
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
や
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進

保
健
所
業
務
の
複
雑
化
・
多
様
化
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
業
務
効
率
化
が
不
可
欠
で
す
。
保

健
所
の
事
務
負
担
軽
減
と
質
の
高
い
保

健
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
た
め

に
、
国
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
設
計
と
導
入

支
援
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

保
健
所
は
感
染
症
対
策
、災
害
対
応
、

精
神
保
健
、
在
宅
医
療
支
援
な
ど
、
地

域
の
多
様
な
健
康
課
題
に
対
応
す
る
要

の
機
関
で
す
。
今
後
の
新
興
感
染
症
や

人
口
構
造
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
も
、
体
制
整
備
、
人
材
育
成
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
を
含
む
支
援
が
不
可
欠
で
す
。

特
に
、
限
ら
れ
た
人
員
体
制
の
中
で
業

務
の
高
度
化
・
専
門
化
が
進
行
す
る
保

健
所
に
お
い
て
は
、
国
の
明
確
な
方
針

と
支
援
体
制
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
、
保
健
所
行
政
の
持
続
可
能
性

を
高
め
る
た
め
に
も
、
制
度
的
基
盤
の

整
備
と
、
都
道
府
県
・
市
町
村
間
の
格

差
是
正
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

く
、
全
国
一
律
で
安
心
で
き
る
公
衆
衛

生
活
動
の
展
開
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

※ 

要
望
書
の
全
文
は
全
国
保
健
所
長
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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w

w
.phcd.

jp/02/sengen/pdf/
youbou_2026.pdf


